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日日本本のの朝朝鮮鮮統統治治２２  

戦時下のコリアの振る舞いと、終戦直後の裏切り行為 
 
 
 
 

日本陸軍中将・李王垠殿下 

 
 師団長の前線視察  

 
 
 
 
 

 
１１．．  日日本本軍軍のの朝朝鮮鮮将将兵兵たたちち        pp..22~~66  
  
２２．．  日日本本のの権権威威をを悪悪用用ししたた朝朝鮮鮮人人  pp..77~~1144  
  
３３．．  日日本本をを裏裏切切っったた朝朝鮮鮮人人たたちち    pp..1155~~2200  
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日日本本軍軍のの朝朝鮮鮮将将兵兵たたちち  
 
１． 日本軍の朝鮮人中将 
 
日韓併合以前から、日本の士官学校には朝鮮人の入学が認められていた。 
多くの朝鮮人が日本の士官学校を卒業し、日本軍の将校として活躍した。 
 

 

李王垠 
（1897／10／20～1970／05／01） 
李氏朝鮮最後の王位継承者。 
1910年、日韓併合に伴い、日本の皇族に準ずる待遇を受ける。 
1920年、日本の皇族の梨本宮方子女王と結婚。 
1926年、李王を継承。 

1907年、日本の陸軍士官学校（第 29期）を卒業 
1935年、陸軍歩兵大佐に昇進。宇都宮の歩兵第 59連隊長 
軍務を重ね、1940年には留守第 4師団長・陸軍中将に昇進 
1945年、軍事参議官に昇進し、終戦を迎える。 
1947年 5月 3日、王公族制度廃止により李王の資格を失う。 
1963年、日韓国交正常化交渉が始まると、韓国国籍を回復して帰国。 
1970年、73歳で死去。 
 

洪思翊 
（1889～1946／9／26） 
朝鮮出身の日本陸軍中将 

 
1914年、陸軍士官学校(26期)卒 
1923年 11月、陸軍大学校(35期)卒 
1939年 9月 28日、支那派遣軍御用掛 

1940年 8月 1日、留守第一師団付 
1941年 3月 1日、陸軍少将・第 108旅団長に昇進 
「自分は朝鮮人の洪思翊である。唯今より天皇陛下の御命令により、指揮を執

る。異議のあるものは申し出よ」 
1944年 3月 2日、比島俘虜収容所長に就任。10月 26日、陸軍中将に昇進。12
月 30日、第 14方面軍兵站監に就任。 
戦後、連合軍から収容所長時代の責任を問われる。 
1946年 9月 26日、マニラで死去(法務死) 
 




